
開校準備委員会の経過と見通し

義務教育学校開校に関する説明会

飯豊町教育委員会
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町の出生数（子どもの数）の減少（人）

近年は年間３０人
前後となっている
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小学校での複式学級のさらなる増加

子どもの減少でさらに増えることが予測される。

現在、小学校２校に複式学級がある。

学校現場で予測されること



中学校で１学年１学級になる

教員数が減少し、免許外の教科指導を余儀な

くされ、教員の負担が増大する。

学校現場で予測されること



小学校の先生と中学校の先生の力を合わせ、

持続可能で活力ある学校を目指す。

今、町の教育に求められるもの



義務教育学校とは

・義務教育学校は、小学校課程から中学校課

程まで義務教育を一貫して行う学校

・学校教育法の改正により平成２８年に新設

された学校教育制度



・令和５年度の全国の義務教育学校数は２０７校

・県内には３校（戸沢村と新庄市）。朝日町でも計画

・全国的に義務教育学校の数は、増加している

全国の義務教育学校数



幼・小・中が、中学校卒業時の「目指す子ども像」を
共有し、共通の目標をもって実践していく。
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・セカンドステージ（５〜７年生）
・サードステージ（８・９年生）

校長教頭

飯豊型義務教育学校
（施設分離型）

すくすくこども園 わくわくこども園
連携

令和８年度令和８年度

ファーストステージ（１〜４年生）
教頭

第二小・手ノ子小・添川小学区

■仮称「南学舎」（現第二小）

ファーストステージ（１〜４年生）

教頭

第一小学区

■仮称「北学舎」（現第一小）

■仮称「中学舎」（現飯豊中）

（仮称）飯豊義務教育学校



ファーストステージ用学舎（１〜４年生）

義務教育学校
（施設一体型）

将来的構想将来的構想

校長教頭 教頭

セカンドステージ用学舎（５〜７年生）
サードステージ用学舎（８・９年生）

すくすくこども園 わくわくこども園
連携

（仮称）飯豊義務教育学校
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・校名、校歌、校章、教育課程、制服、通学、

PTAなど開校に向けて必要な事項を協議する

飯豊町義務教育学校開校準備委員会

・委員は２２名、保護者や地域の代表、学識

経験者、学校の教職員の代表を主体とする



・専門部会を設け、多岐にわたる協議事項

を個別に検討していく

開校準備委員会に専門部会を設置

・部員は延べ４５名。委員のほか、ＰＴＡ

母親委員、こども園保護者会会長、地区

公民館長などを選任



開校準備委員会での
主な検討事項



開校準備委員会での
主な検討事項
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開校準備委員会で協議したこと
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飯豊町立

開校準備委員会で決まったこと

＊応募数１６９件（９８候補名）

＊選定の観点（新設校に対する夢や期待を表す、
本町の学校にふさわしい、親しみやすい等）
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今後、決めていくこと



今後、決めていくこと





教育委員会では・・・



教育委員会では・・・



今後、教育委員会では・・・


